












The Taiwan Routes in The Great Journeys of Toa Dobun Shoin College
Abstract
　 The Great Journeys were months-long field researches conducted from 1907 to 1944 by Toa Dobun 
Shoin College students as completion of their study. While the trips were carried out mostly in the 
Chinese continent, only limited number of research teams passed or visited Taiwan, a Japanese colony at 
that time. By extracting the data of groups that visited the island, this paper considers several key aspects 
in understanding of the Taiwan routes. The analysis shows firstly that Taiwan constitutes the important 
part of the Southern destinations of the Great Journeys, especially as the main gateway to the Philippines 
and further south. Secondly, the port of Keelung had played an important role in the routes to the greater 
extent than the port of Kaohsiung. Finally, Taiwan was frequently visited at the end of the journeys and 
its Japanese-ness under the colonial rule appears to have functioned as a sort of reward for those who 
succeeded in carrying out the hardship of the long fieldwork in foreign countries.
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期 旅行年 書名 全ルート数 台湾訪問ルート数
5 1907 大旅行誌１　踏破録 17 0
6 1908 大旅行誌２　禹域鴻爪 12 1
7 1909 大旅行誌３　一日一信 15 1
8 1910 大旅行誌４　旅行記念誌 12 0
9 1911 大旅行誌５　孤帆雙蹄 12 1
10 1912 大旅行誌６　樂此行 11 2
11 1913 大旅行誌７　沐雨櫛風 10 0
12 1914 大旅行誌８　同舟渡江 11 1
13 1915 大旅行誌９　暮雲暁色 11 1







15 1917 大旅行誌 11　利渉大川 15 3
16 1918 大旅行誌 12　虎風龍雲 14 2
17 1919 （第十七期生） 欠 -
18 1920 大旅行誌 13　粤射隴游 23 5
19 1921 大旅行誌 14　虎穴龍頷 22 1
20 1922 大旅行誌 15　金聲玉振 22 4
21 1923,24 大旅行誌 16　彩雲光霞 17 2
22 1925 大旅行誌 17　乗雲騎月 19 3
23 1926 大旅行誌 18　黄塵行 15 1
24 1927 大旅行誌 19　漢華 17 4
25 1928 大旅行誌 20　線を描く 15 2
26 1929 大旅行誌 21　足跡 19 3
27 1930 大旅行誌 22　東南西北 20 1
28 1931 大旅行誌 23　千山萬里 20 5
29 1932 大旅行誌 24　北斗之光 27 1
30 1933 大旅行誌 25　亜細亜之礎 32 2
31 1934 大旅行誌 26　出盧征雁 26 1
32 1935 大旅行誌 27　翔陽譜 22 3
33 1936 大旅行誌 28　南腔北調 25 4
34 1937 大旅行誌 29　嵐吹け吹け 29 8
35 1938 大旅行誌 30　靖亜行 30 4
36 1939 大旅行誌 31　大旅行紀 21 1
37 1940 （第三十七期生） 8 0
38 1941 大旅行誌 32　大陸遍路 32 10
39 1942 大旅行誌 32　大陸遍路 欠 -
40 1942 大旅行誌 33　大陸紀行 38 1
























香港通過 訪問順序 台湾前 入台地 出台地 台湾後
一覧内での
扱い
6 1908 12 1 楚粤班 言及のみ ◯ 終盤 香港 不明 不明 不明 （無）
7 1909 15 1 漢口厦門班 言及のみ × 終盤 厦門 不明 不明 不明 （無）
9 1911 12 1 汕頭広州湾班 ◯ ◯ 終盤 厦門 淡水 基隆 上海 （無）
10 1912 11
1 寧波厦門班 言及のみ ◯ 終盤 厦門 不明 不明 不明 （無）
2 香港北海班 ◯ ◯ 終盤 厦門 高雄 基隆 琉球・門司 （無）
12 1914 11 1 広東班 ◯ ◯ 終盤 香港 不明 不明 不明 ◯
13 1915 11 1 江西東線班 ◯ ◯ 終盤 香港 基隆 不明 上海 ◯
14 1916 13
1 広西班 言及のみ ◯ 終盤 香港 不明 不明 不明 ×
2 江西福建班 ◯ ◯ 終盤
厦門・
香港
基隆 基隆 門司・上海 ◯
15 1917 15
1 福建香港班 ◯ ◯ 終盤 香港 基隆 基隆？ 上海 ◯
2 貴州班 ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 基隆 厦門 ×
3 雲南班 ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 基隆？ 厦門 ◯
16 1918 14
1 農工科四班 言及のみ × 終盤 福州 基隆 不明 不明 ×（図にあり）
2 両広湖南班 ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 高雄 厦門 ◯
18 1920 23
1 南方移民班 ◯ ◯ 終盤 厦門 不明 不明 福州 ◯
2 南支仲立商業調査班 ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 基隆 厦門 ◯
3 化学工業及原料調査班 × ◯ 終盤 広東 不明 不明 上海 ◯（図に無し）
4 湖南水運班 ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 基隆 厦門 ◯
5 南方経済班 言及のみ ◯ 終盤 香港 基隆 不明 上海 ◯
19 1921 22 1 南溟航運調査班 × ◯ 終盤 マニラ 不明 不明 上海 ◯
20 1922 22
1 江西広東䴝業調査班 言及のみ ◯ 終盤 厦門 高雄 基隆 福州 ◯
2 粤漢沿線経済調査班 × × 序盤 福州 基隆 基隆 厦門 ◯
3 南支水産業調査班 言及のみ ◯ 終盤 厦門 基隆 基隆 日本 ◯




1 南支沿岸産業調査班 × ◯ 序盤 福州 不明 不明 厦門 ◯
2 南支沿岸産業貿易班 ◯ ◯ 終盤 香港 基隆 基隆？ 福州 ◯
22 1925 19
1 広東江西調査班 ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 基隆 厦門 ◯
2 印度支那調査班 × ◯ 序盤 上海 不明 不明 香港 ◯
3 南洋華僑調査班 × ◯ 後半 厦門 基隆 不明 マニラ ◯
23 1926 15 1 広東三角州班 × ◯ 終盤 香港 不明 不明 不明 ◯
24 1927 17
1 南洋諸島班 × ◯ 終盤 汕頭 基隆 不明 上海 ◯
2 南支沿岸経済調査班 × ◯ 終盤 広東 不明 不明 上海 ◯
3 南支港勢調査班 × ◯ 終盤 香港 基隆 基隆 上海 ◯
4 南支沿岸経済調査班 言及のみ ◯ 終盤 香港 不明 不明 上海 ◯
25 1928 15




◯ ◯ 終盤 香港？ 基隆 基隆 不明 ×
26 1929 19
1 （不明：華南沿岸） 言及のみ ◯ 終盤 厦門 不明 基隆 日本？ （無）
2 （不明：華南沿岸） ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 基隆 厦門 （無）
3 （不明：東南アジア） ◯ × 序盤 福州 基隆 基隆 マニラ （無）
27 1930 20 1
南支沿岸仏領インドシ
ナ調査班
◯ ◯ 序盤 福州 基隆 基隆 厦門 ◯
28 1931 20
1 南支沿岸遊歴班 ◯ ◯ 前半 マカオ 不明 不明 福州 ◯
2 南支印度支那遊歴班 ◯ ◯ 終盤 香港 基隆 基隆 福州 ◯




× ◯ 終盤 広東 高雄 基隆 福州 ◯
5 南洋諸島遊歴班 × ◯ 序盤 福州 基隆 基隆 マニラ ◯
29 1932 27 1 第 21班 ◯ ◯ 全般 厦門 高雄 基隆 門司 ◯
30 1933 32
1 南支沿岸台湾調査班 ◯ ◯ 全般 厦門 基隆 基隆 門司 ◯










31 1934 26 1 南支沿岸遊歴班 ◯ ◯ 終盤 厦門 高雄 基隆 不明 ◯
32 1935 22
1 湖南省・江西省遊歴班 × × 終盤 厦門 高雄 不明 不明 ◯




× ◯ 終盤 厦門 高雄 基隆 不明 ◯
33 1936 25
1 広東省遊歴班 ◯ ◯ 序盤 福州 基隆 高雄 厦門 ◯
2 海南島調査班 × ◯ 終盤 厦門 高雄 不明 上海 ◯
3 広西省遊歴班 言及のみ ◯ 終盤 厦門 高雄 基隆 上海 ◯
4 フィリピン遊歴班 × ◯ 序盤 上海 基隆 高雄 マニラ ◯
34 1937 29
1 第 15班（湖南省） × × 序盤 上海 基隆 高雄 広東 ◯
2 第 21班（福建省） （無） ◯ 序盤 上海 基隆 高雄 福州 ◯
3 第 22班（福建省） （無） ◯ 終盤 広東 高雄 基隆 上海 ◯
4 第 23班（広東省） （無） ◯ 序盤 上海 基隆 高雄 汕頭 ◯
5 第 24班（広東省） （無） ◯ 序盤 上海 基隆 高雄 香港 ◯







基隆 不明 上海 ◯


















× ◯ 序盤 上海 基隆 高雄 マニラ ◯
36 1939 21 1 （不明：華南沿岸） ◯ 不明 終盤 広東 高雄 不明 上海？ （無）
38 1941 32
1 第 10班（江蘇省） × × 終盤 上海 基隆 基隆 厦門・上海 ◯



























5 第 26班（広東省） ◯ 不明 序盤 上海 基隆 基隆？ 厦門 ◯









7 第 28班（広東省） × 不明 中盤 厦門 基隆 基隆 上海 ◯









9 第 30班（広東省） × 不明 中盤 広東 高雄 基隆 上海 ◯










1 第 38班（香港） 言及のみ ◯ 序盤 上海 不明 不明 広東 ◯











































































































































くりをかざる “ご褒美 ” のような性格を持っていたのではないかと指摘した。
今回は、各ルートの報告書の内容にまで立ち入って分析することはしなかった。本稿
の中で明らかになった論点には、内容分析によってさらなる理解の深まりが期待できる。
台湾訪問の実情を、その記述内容に焦点を当てて、南方方面への大旅行調査全体の中で
解明する作業は、今後の課題としたい。
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